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　ようやく秋らしくなった10月下旬の日
本橋。秋晴れの中、二本の大きなたれ幕に、
キラキラと輝く桜の紋章が目印の明治座を
訪れました。お話を伺ったのは、現在上演
中の日本橋ナイトプログラム『SAKURA』
の制作プロデューサーの羽賀麻衣子さん。
エンターテイメントを作り上げるお仕事に
ついて、貴重な資料などを見せていただき
ながらお話を伺いました。

舞台を見ることが好き
　きっかけは中学校の歴史の先生です。授
業が面白く歴史に興味を持ち、NHK大河ド
ラマを見始めました。そのドラマに出演し
ていたとある歌舞伎俳優さんに興味を持
ち、歌舞伎を観るようになりました。その
後、学生時代にさまざまなジャンルの演劇
にふれ、舞台を観ることが大好きになりま
した。

大学時代の経験が今に生きる
　制作の仕事は、公演の企画が立ち上がる
時から千穐楽を迎えるまで全ての進行に携
わります。脚本家、演出家と打ち合わせを
重ねて台本を準備し、キャスティングを進
めていきます。大道具、小道具、衣裳、ヘ
アメイクなど公演スタッフとの打ち合わせ
や、稽古スケジュールの調整、宣伝や営業
の担当者と公演の告知・販売の作戦を練っ
たり。各種必要な手続きの為、警察署や消
防署に行くこともあります。スタッフのお弁
当の手配まで、明治座の窓口として人と人
を結びつけながら、何から何まで行います。
　舞台の制作現場では「これが正解」があ
りません。その都度、その時の状況に併せ
てスタッフと相談しながら、ベストな方法
や答えを導き出していきます。
　大学では、日々のレポート課題や、卒業論
文など、自らの考えや結論を求められる経
験を数多くしてきました。何か壁に阻まれ
ても先生方は誘導や提案はせずに、私が自
分で答えを出すまで待っていてくれました。
　問題にあたるたびに自分で考えて行動

する。そのような４年間が今に生きている
と思います。

好きだからこそ続けられる
　20代は与えられた仕事をきちんとこな
すことを心がけていました。大変と感じる
ことも数多くありましたが、仕事を続けて
これたのは舞台が好きだから。逆に好きで
なければ続かなかったと思います。営業か
ら制作に異動して5年が経ち、少しずつ
やりたいと思うことを提案できるように

なってきました。
　これからも答えのない答えを探りなが
ら、明治座としてオリジナリティーを出し
つつ、同世代が見ても面白い芝居を作って
いけたらと思っています。

本書は、学内の使用済み文書を
回収・再生した「日本女子大学
循環再生紙」を使用しています。
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株式会社明治座 制作部 プロデューサー

羽賀 麻衣子  さん
Haga Maiko

プロフィール
2008（平成 20）年 3月 人間社会学部現代社会学科卒業。同年 4月 株式会社明治座に入社。
4年間の営業職を経て制作部へ異動。毎月演目が変わる明治座の舞台づくりに携わってい
る。現在、日本橋で過ごす新しい夜のエンターテインメントとして上演中のNIHONBASHI 
NIGHT PROGRAM「SAKURA -JAPAN IN THE BOX-」の制作進行に携わる。日本人だけでなく
外国人観光客も楽しめるエンターテインメントとして、古典と現代、伝統とポップが交錯
するパフォーマンスが注目を集めている。2016 年 9月から 2017 年 3月まで上演中。
明治座HP　http：//www.meijiza.co.jp/　SAKURA特設HP　http：//sakura-meijiza.com/

編集後記　「元始、女性は実に太陽であった」と声をあげた思想家の平塚らいてう。卒業後に雑誌「青
鞜」を発刊、生涯を貫いて女性解放と平和を訴えました。らいてうと交流のあった洋画家の高村智恵
子は、芸術家の高村光太郎の妻としても知られています。成瀬記念講堂の成瀬仁蔵胸像は、光太郎の
作品。高村光太郎が制作の依頼を受けたのは、成瀬先生の亡くなる直前だったということです。
2016年最後の学園ニュースの表紙は、今年を節目とする二人の卒業生に焦点を当ててみました。

「学園ニュース」へのご意見・ご感想などがおありでしたら、
下記までお寄せください。

総務部広報課
〒112-8681東京都文京区目白台 2-8-1　
Tel. 03-5981-3176   Fax. 03-5981-3164
E-mail : postmaster@atlas.jwu.ac.jp

Messa
ge

インタビューを終えて

舞台『SAKURA』が気になっていた私とし
ては、こんな素敵な出会いがあっていい
のだろうかと、天にも昇る気持ちで当日を
迎えました。インタビューだけでなく、お
弁当の手配はスタッフのモチベーションを
高めるために大切などという裏話も大変
面白かったです。中でも、「専門的な学問
をしていなくてもこの仕事ができるのは
（舞台が）好きだから」と仰っていたことが
とても印象に残っています。好きという気
持ちを大切にお仕事をなさっている羽賀
さんはとても生き生
きとしていて、この
ような社会人になり
たいと思いました。

取材・文・学生記者
文学部日本文学科3年

二瓶 紀子

今月の表紙 平塚らいてう、高村智恵子　生誕 130年

本公演終了後、
『SAKURA』と
いう全く異な
る作品を公演
する明治座
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